
＜中 2 定期テスト対策＞ －連立方程式－ 

数学研究所 

【要点】⑥連立方程式の利用（3） 

＜食塩水の文章題＞ 

食塩水の文章題は、以下の手順で解く。 

手順 ①ビーカーの図を書く 

   ②各ビーカーの食塩水全体の量及び食塩の量を考える。 

   ③食塩の量  食塩水全体の量×
100

濃度（％） について立式する 

 

※1 食塩水の濃度（％）とは、食塩水全体の量に対して食塩が占める量の割合

を百分率を用いて表したもので次の式で求められる。 

 食塩水の濃度（％） = 
食塩の量

食塩水全体の量
×100  

※2 食塩水の文章題でよく出てくる表現  

①食塩を加えるというとき ⇒ 100％の食塩水を加えると考える。 

②水を加えるというとき  ⇒ 0％の食塩水を加えると考える。 

 

［例題］6％の食塩水と 9％の食塩水を混ぜ合わせて、7％の食塩水 300g をつくりたい。 

それぞれ何 g ずつ混ぜればよいか。 
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 （答）6％の食塩水を 200g、9％の食塩水を 100g  

  

＋ ＝

6％ 9％ 7％

xg yg 300g

100

6





（① ）

（② ） － 


